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1 令和３年度の学校経営について 
今年度もコロナ禍が続き、感染防止対策を講じながら教育活動を進めてきました。夏休み過ぎか

ら新型コロナウイルスの感染が再拡大し、学校は分散登校となりました。その期間はクラスの人数を

半分にして授業を進め、カリキュラムを止めることなく、横浜市教育委員会より準備されていたｉｐａｄ

を活用して子どものたちは学習を進めました。子どもたちは授業でｉｐａｄの基本的な使い方を学んで、

アプリのロイロノートも使いこなせるようになりました。その後、ｉｐａｄを使う頻度も増え、国語の漢字の

練習や社会の調べ学習で活用しました。また、理科の各班の実験結果を写真で記録して、比較しな

がら考察したり、物体を拡大レンズで観察したり、体育で動きの画像を撮り自分たちの動きを振り返り、

次の作戦を立てるなどしました。学級や委員会活動ではアンケートの集計に活用しました。６年生は

ＬＩＮＥネット講座でコミュニケーションのとり方を学びました。このように、各教科でｉｐａｄの様々な活

用方法を学ぶことができました。現在も学びの方法の一つとしてｉｐａｄを活用しながら、授業を展開し

ています。 

新型コロナウィルス感染拡大防止の取組については、学校、家庭、地域が一体となって、力を合

わせることが必要だと思っていますので、学校から配信のメールやホームページを積極的に活用しま

した。その他必要な情報についてもメール配信やホームページを活用してお知らせしました。中でも

毎日の給食の写真は好評でした。 

○ 令和３年入学式 

新型コロナウイルスの感染防止対策を講じて、全ての教職員で１年生を迎え、保護者の出席

は１名と学校運営協議会の委員の皆様で、それぞれ間隔を十分に取り、席も指定をして入場し

ていただきました。 

○ 学年指導体制 

教科や学習内容によって担任が入れ替わって授業しました。複数の教員がかかわる教育活

動をとり入れました。全学年で「教科分担制」を行いました。複数の教員が子どもの指導を行うこ

とで、多様化する子どもが安心して学校に登校できる環境づくりに努めました。複数の教員は密

に情報共有を行いました。（砂時計ノートに記録する。） 

○ 安心・安全なまちづくり、学校づくり 

安全・防犯・防災に関して、ＰＴＡスクールゾーン対策協議会を、７月１５日（木）に開催しまし

た。PTA 校外委員さんの通学路の安全点検報告、補修箇所の指摘を受け、関係機関が改善

作業を進めています。（例；歩道の白線塗装等） 

○ 学習環境整備 

引き続き学校施設改修・改善に努めました。特別支援教室「スマイル」や「ドリーム」の充実も

図ることができました。特に校庭の古い遊具を撤去して、新しい遊具を設置しました。安全に配

慮し草木の剪定を行いました。こまめに消毒や換気を行いました。健康観察も十分に行ってきま

した。保護者もよく連絡をくださり、感謝しています。 

○ スポーツフェスティバルの開催 １０月２０日（水） 

４色に分けて、午前中３部制（低学年・中学年・高学年）で実施し、５時間目は教室で振り返り

を行いました。児童の保護者１名参観で入れ替え制にしました。また、学校運営協議会の方々
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に参観していただきました。受付は職員の他、ＰＴＡの本部役員にお願いしました。ゴールの近くに受

付があったので、人が集まる状況になってしまいました。校庭のライン引きや片付け等は学校・地域コ

ーディネーターの方々にお手伝いしていただきました。６年生のぐちっこソーランではＰＴＡより６５周年

記念事業で新調していただいた法被を着て、踊りました。徒競走では全学年校長が呼名しました。 

○ １年生から３年生の遠足実施 
貸し切りバスで移動し、車内が密にならないよう対策をして、遠足を実施しました。    

行先は１年生が１０月２８日「金沢動物園」、２年生が１０月２８日「よこはまズーラシア」、３年生が１１

月２５日「生田緑地（日本古民家園）でした。 

○ ４年生から６年生の宿泊行事は特別遠足（日帰り）で実施 

貸し切りバスで移動し、車内が密にならないよう対策をして、特別遠足を実施しました。    ４年生

は１１月１２日「愛川遠足」で宮ケ瀬ダムの放水見学や手織りや藍染めを体験しました。５年生は６

月１８日「三浦遠足」で農業体験をしました。６年生は６月１７日「箱根」遠足で、関所や大涌谷の

見学、寄木細工体験、芦ノ湖を遊覧船で周遊しました。 

○ 令和３年度卒業式 ３月１８日（金） 

新型コロナウイルスのオミクロン株の感染急拡大が１月から２月にかけて起こり、感染状況がと

ても心配なので、しっかり感染防止対策を行って、卒業式を挙行する予定です。式典の参加は

児童の保護者１名（体育館）、職員、学校運営協議会の皆様です。また、６年生の教室で児童の

保護者１名が卒業式の様子を生配信で観覧できるようにする予定です。尚、教室では距離をと

って、ご自分のお子様の椅子に保護者１名が座っていただけるようにします。（生配信ができる理

由：卒業式は時間が長いため、保護者の移動の時間が確保できるため、生配信できる人材の

確保とリハーサルが何度もできるため） 

○ 授業づくり 

一人ひとりが取り残されないように、持続可能なカリキュラムマネジメントを教師は研究してい

ます。特に今年度重点を置いて研究をしたのは、体育、算数、道徳です。子どもが何を学ぶの

か単元ごと明確にし、学習計画を立てています。横浜市の教育ビジョン２０３０に掲げてあるように

横浜の教育は「子どもが主体的に考え、学び続け、多様な人々や社会と関わり合うこと」を大切

にしています。本校も横浜版学習指導要領の「総則」に示されている「主体的・対話的で深い学

び」を目指して、人権教育を大切にして授業改善を行い、教師の授業力向上に繋げたいと思っ

ています。児童の個別に対応する特別支援も積極的に行っています。外国語活動として１年生

からアシスタントイングリッシュティーチャーと一緒に英語でコミュニケーションをとる授業が行わ

れています。国で定められた授業時間数は確保しています。 

○ 働き方改革（学校教育の質を高められるような改善） 

教職員の打合せを月曜日に設定しました。週始めに行うことで行事や活動の見通しを共有でき

るようにしました。会議等を火曜日に設定しました。月曜日に資料等の準備ができるようになり、休

日に出勤がなくなることがねらいです。休日は職員にゆっくり休んでストレス解消に繋げてほしいで

す。朝会（月曜日の朝は、子どもたちの荷物が多く、不安定です。）・集会・重点研究を金曜日にし

ました。金曜日は５校時とし、教職員の研究・研修や授業準備に活用しました。 

年間計画と連携した「週案・週予定ソフト」や職員室のグループウェア「ミライム」の積極的な活

用を進め、業務の見える化やペーパーレスを図っています。誰が（どの学年が）どのような活動をど
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こで何時から行うのか各自のパソコンや大型モニターに表示されます。全学年で「教科分担制」を

行い、教材の準備の効率化にもつながり、授業の充実を図りました。 

職員室業務アシスタントや非常勤職員の配置や確保を引き続き積極的に行って、職員の負担を

軽減していきます。 

○ 道徳一斉公開授業研究会実施 

教職員全体で学校教育目標の具現化を道徳教育の充実を通して、達成できるよう努めまし

た。テーマは「自己肯定感がもてる子どもの育成」で、自分を認め、人を受け入れる優しい心を

はぐくみよりよい生き方を考えようとする道徳教育を目指しました。１２月に市内に向けた道徳一斉

公開授業を実施し、研究会を行い、専門の先生に講評をいただき、授業力向上に繋げました。 

○ 幼保小連携実践報告 

１年生の児童が年長の園児との交流を通して、自己肯定感を高められる活動を可能な限り計

画的に実施しました。園児が小学校での学習活動を共有し、小学校に入学する接続が円滑に

なるよう努めました。神奈川区の幼保小連携推進代表校として実践報告を子ども青少年局に提

出しました。 



4 

 

○ 「読みのスキル」向上推進校 

１年生の国語学習の基盤づくりに力を入れました。特に読みのスキルの向上を図ることで、成

長に繋げました。また、ＭＩＭの研修を受け、個に応じた有効的な支援を実践し、日常的に用い

る語彙を広げました。 

○ 小中連携交流会・・・ＳＤＧｓ研修会実施 

６年生児童と神奈川中学校の生徒の交流は中止になり、中１ギャップを解消するために、中学

校の生活をビデオに収めたものを６年生が視聴しました。小中学校の職員間では夏にＳＤＧｓの

研修会を行い、県立東高校のＳＤＧｓの取組を参考に小学校と中学校で連携してできるＳＤＧｓ

を考えました。 

 地域と連携した学校教育活動について 

・ 学校と地域が連携・協働して一体となって子どもを育てる仕組み 

・ 学校と目標やビジョンを共有した応援団 

大口台の地域の力と学校教育の一体化を目指します 

・「学校運営の基本方針」の承認     ・学校教育目標を理解 

・「連携・協働活動」を協議     ・地域と学校をつなぐ 

・「学校関係者評価」の実施     “子どもを育てる”視点 

 

 

 

委員の役割 

目標を共有して教育の当事者となる 

責任感と自覚が違う 

学校運営協議会の役割 

役割が広く多くなる 

学校運営のＰＤＣＡサイクル全体にかかわる 

地域の皆様や地域学校協働本部の皆様にご支援やご協力いただいて教育活動が充実してい

ることや毎朝の見守り隊の方々に子どもたちが見守られて、安全に登校ができていることにとても

感謝しております。引き続き、来年度もよろしくお願いいたします。 

今年度は６年生の大口台遺跡出土の土器の学習、３年生は昔の生活を体験する「井戸水・洗

濯板でおせんたく」、スポーツフェスティバルの当日準備や片付け、はまっ子未来カンパニー事業

に参加して「まちの良さを伝えるパンフレット」の製作、３，４年生は人権教育［ＣＡＰ］の学習、４年

生は大口台小学校の地域や学校の４０年前や６０年前の写真を披露していただき、今と昔の違い

を学習しました。１２月の人権週間の全校朝会の時に盲特別支援学校の副校長先生より話題のド

ラマと関連づけて、人権教育のお話をしていただきました。 

今年度も新型コロナウイルス感染防止対策で、「１年生の給食補助のエプロン先生」や「図書ボ

ランティアさん」が例年通りに活動できなかったことが残念でした。 
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○ 学校運営協議会設置校として２年目 

・ 学校を支える仕組みの強化 

地域・保護者のみなさんと学校が目標を共有し、一定の権限と責任をもって学校運営に参

画する仕組みです。 

・ 委員構成…１５名まで（①②③立場の異なる構成） 代理出席者はなし 

① 地域住民 

連合町内会長、地域防災担当、放課後キッズクラブ、主任児童委員・民生委員等 

② 保護者代表 

PTA 会長 

③ 学識経験者 

神奈川中学校長、盲特別支援学校長、外部有識者 

・ 本校では、構成する委員の素地はある。 

・ 本校では、協議会としての機能がすでに働いている。 

地 域…学校地域コーディネーター、エプロン先生、ふれあい給食会、大口通商店街  

保護者…図書ボランティア 

○ 地域学校協働本部地域学校協働本部…地域と学校をつなぐ具体の姿 

① 学習支援 

エプロン先生〔低学年；給食支援〕 実習支援（家庭科、書写、水泳、音楽、図工

等） 

図書ボランティア  クラブ活動支援 アシスタントティーチャー等 

② 安全支援 

登下校安全指導（見守り隊） 学校環境整備 等 

③ 地域連携支援 

学校・地域防災（総合防災、避難所等） 情操教育（合唱部の地域行事参加等）  

福祉教育（盲特別支援学校との交流ふれあい活動、ふれあい給食） 

地域行事（地域交流まつり、神奈川中ふれあいコンサート等）  

キャリア教育・環境教育等の講師依頼、等 

 地域学校協働活動事業について 

未来を担う子どもたちを健やかに育むために、学校・家庭・地域が連携・協働し社会全体の教育

力の向上に向けた取組の一層の推進を図ることを目的とします。 

この本部の業務は、地域学校協働活動事業の実施に関して必要な業務全般です。 

「地域学校協働本部」は既存の地域と学校の連携体制をもとにして、地域学校協働活動推進員

（学校・地域コーディネーター）が中心となって緩やかなネットワークを形成し、より多くの幅広い地域

のみなさんや団体等の参画によって地域学校協働活動を推進する体制です。 

○ 学校･地域コーディネーター（地域学校協働活動推進員）の配置  

学校とボランティアの連絡調整、学校と地域をつなぐ事業の企画や運営等の中心となる人材と

して、教育委員会が開催する養成講座を修了した学校･地域コーディネーター（地域学校協働活

動推進員）を配置。（本校では、岡井委員、山本委員） 
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○ 地域学校協働本部の設置継続  

今年度は委員長、庶務、会計の担当と役割分担を決めました。学校、地域、保護者、ボランテ

ィア、学校･地域コーディネーター（地域学校協働活動推進員）、自治会町内会や区民利用施設

の関係者等で組織し、学校支援の内容について検討を行うとともに必要な事務経理を行うこと。 

（本校では、従前より活動の実態があります） 

○ 学校支援ボランティア活動の実施  

地域住民や保護者が、ボランティアとして地域学校協働を行う体制を整備し、地域学校協働

活動を実施すること。  

○ 地域、関係機関との連携・協働  

地域、関係機関等で連携・協働して事業を進めること。  

○ 広報啓発活動  

地域の教育力の向上に資するための啓発活動や、学校･地域コーディネーター（地域学校協

働活動推進員）の認知度を広く高めるための広報活動を行うこと。  

○ 研修会への参加及び活動報告会での実施内容の報告  

教育委員会が開催する研修会に参加すること。また、活動報告会において活動状況の報告・

展示等を行い、本事業に関する情報提供を行うこと。  

○ 事業報告書の作成  

指定様式の事業報告書を作成し、教育委員会へ令和４年３月８日必着にて提出する予定。 
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２ 令和３年度 大口台小学校重点研究について 

１ 研究テーマ 

 

 

 

２ 研究テーマ及びサブテーマ、教科設定の理由 

 本校は、上記の学校教育目標のもと、４つの子ども像を掲げ、様々な教育活動を行っている。また、神奈川中

学校ブロックの取組として３つの視点をもち、子どもの育成に関わってきた。学校教育目標に掲げる子どもの姿

の実現には、自己肯定感が子どもの根底にあることが必要であると考える。 

 研究テーマに掲げる「自己肯定感」はあらゆる教育活動の中で育まれるものであるが、重点研究で取り上げる

ことで、自己肯定感を育む方法、そしてその自己肯定感の高まりをとらえていく方法について教職員で共通理解

し、学校全体で子どもの成長を支えられるようにしていきたい。 

 本校の研究では、子ども一人ひとりが自分自身を大切だと感じ、自らを肯定的に捉えることを目指していく。

また、自分を見つめ、自分のよさを認められるようにすることで、自己を満たし、他者を肯定的にとらえられる

ようにしていきたい。今までの、自己肯定感のとらえを基に、子どもたちがよりよく学べるように研究を進めて

いく。 

自己肯定感をもてる子どもの育成を目指していくが、なかでも、３つの視点に基づいた手立てから自己肯定感

を高めるための支援のあり方、授業・単元展開の流れ（型）について議論を重ねていく。教師が適切な手立てを

施すことで、子どもの「学校って、楽しい！好き！」「わかった！友達と教え合える！みんなと楽しみを共有でき

る！」「苦手でもアドバイスできた！聞いてもらえた！授業中に居場所がある！」を演出することで、いきいきと

授業参加でき、自己肯定感をもてるようにしていく。 

 

３ 本年度の実践について 

①本年度は昨年度同様に新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、研究授業の数を減らし、初任者研修など年

次研修対象者の授業を研究授業として行った。そのため、「自己肯定感をもてる子どもの育成」をテーマに全職

員で授業づくり、人材育成の視点をもち、研究を進めた。 

自己肯定感をもてる子どもの育成 

～教師の支援と授業のあり方～ 

学校教育目標「わくわくトライ 大口台」 

自ら進んで学び続ける子・・・知 

相手を思いやり、自分を大切にできる子・・・徳 

心身ともに健康でたくましく生きる子・・・体 

人やまちとのつながりを大切にし、ともにみらいをつくる子・・・公、開 

 

小中一貫教育の取組 

〈課題解決力〉 〈自尊感情〉 〈コミュニケーション〉 

・目指す資質・能力を基盤に、学習への積極的な参加、適切な言語表現、確実な知識・技能の定着を図

る。 

・礼儀や規範意識を身につけ、自他へ思いやり、やさしさを行動に表せるようにする。 

・地域に暮らす者として、自覚と責任のある行動と感謝の気持ちをもてるようにする。 
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②道徳授業力向上推進校に指定され、研究授業を公開した。また、道徳科の授業研究を進めた。 

③全校に配備されたタブレット端末の使用について研究を進めた。 

４ 実践の具体について 

①研究授業について 

  本年度は初任者研修の対象の教員が３名、中堅者研修の対象の教員が２名

いる。昨年から取り組んでいる「授業プラン検討」では、授業のゴールを意識

した単元計画ができるよう忌憚のない意見交換を行った。実際に使用する教

材を試してみたり、体育の授業では実際に職員が動いてみて場の有効性や声

掛けのポイントを整理したりすることができた。本校の研究会は「わくわく

ワークショップ」という名称で、教員同士が忌憚のない意見を伝え合える環

境を意識して作っている。授業者の課題を明確にし、よい学びになるように

視点を絞り、実施してきた。 

   

 

②道徳授業力向上推進校について 

  本年度は道徳授業力向上推進校に指定され、授業研究会を開催した。日々の

道徳の授業のあり方を見直すために、横浜市立白幡小学校校長望月重晴先生

を講師に招き、校内授業研究会を行った。その中では道徳の授業に向けて、

日々の生活の中でどれだけ道徳的価値について触れることができるか、そし

てその種まきができるかや、授業の流し方などについて学ぶことができた。ま

た、推進委員会でも板書や授業の進め方について研究を行ってきた。 

 

③タブレット端末の活用について 

  全校児童に一台ずつタブレット端末が配布され、今年度より本格的に運用していくこととなった。発達段階

に応じて、活用の仕方は様々であるが、多くの学級で見られたのが課題の共有とワークシートの配付であった。

社会の調べ学習などではパソコン室に行ったり、図書室の資料を活用したりすることが多かったが、ネット環

境も整備されたおかげで、調査の時間短縮や児童の興味に応じて学び進めることができるなど、良い面が見ら

れた反面、個人情報の保護についての意識を高めていかなければならないなど課題も見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

図画工作の授業では、作品をロイロノー

ト上に動画で提出し、クラスで共有をし

た。友達の作品を見られるだけでなく、成

果物を蓄積する役目もあった。 

 体育の跳び箱の授業では技のポイントを連続図

で提示するだけでなく、動画も視聴できるような

ワークシートを作成した。自分の技と手本を比

べ、学び進める姿が見られた。 

研究会での話合いのまとめ 
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3  令和３年度 大口台小学校いじめ防止対策委員会報告 
 

月日 取組内容 

4月2日（金） ○いじめ防止基本方針について全職員で共通理解 

〇児童の情報について各学年で引継ぎ 

第 1回いじめ防止対策委員会 

〇年間計画と重点指導内容の確認・引継ぎ、いじめ

の定義の確認 

 

4月23日（金） いじめ防止対策委員会① ・情報共有 

・支援策検討 

5月７日（金） いじめ防止対策委員会 定例会② ・情報共有 

・支援策検討 

５月 1０日（月） 

５月 1１日（火） 

〇保護者教育相談 ・実態把握 

5月27日（木） いじめ防止対策委員会③ ・情報共有 

・支援策検討 

5月28日（金） いじめ防止対策委員会④ ・情報共有 

・支援策検討 

6月 1 日（火） いじめ防止対策委員会 定例会⑤ ・情報共有 

・支援策検討 

6月 10日（木） いじめ防止対策委員会⑥ ・情報共有 

・支援策検討 

6月 11日（金） いじめ防止対策委員会⑦ ・情報共有 

・支援策検討 

６月２４日（木） 〇子どもの社会的スキル横浜プログラムによる学 

校生活アンケート実施    

・実態把握 

 

６月2９日（火） 〇Y－P研修 支援検討会 ・集約結果をもとに児

童の実態に応じた支

援を検討 

7月5日（月） いじめ防止対策委員会⑧ ・情報共有 

・支援策検討 

７月 5日（月） 

７月 6日（火） 

７月 8日（木） 

７月 9日（金） 

７月 12日（月） 

○個人面談 

 

・実態把握 

7月 15日（木） いじめ防止対策委員会⑨ ・情報共有 

・支援策検討 

7月 16日（金） いじめ防止対策委員会⑩ ・情報共有 

・支援策検討 

7月１６日（金） いじめ防止対策委員会 定例会⑪ ・情報共有 

・支援策検討 

7月 19日（月） いじめ防止対策委員会⑫ ・情報共有 
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・支援策検討 

8月30日（月） ○横浜子ども会議（中学校ブロックでの話合い）  

9月 10日（金） いじめ防止対策委員会 定例会⑬ ・情報共有 

・支援策検討 

10月 15日（金） いじめ防止対策委員会 定例会⑭ ・情報共有 

・支援策検討 

10月25日（月）

～28日（木） 

○いじめアンケート実施 

 

・実態把握 

・具体的な対応策の検

討 

・課題と成果の洗い出

し 

11 月 8 日（月） いじめ防止対策委員会⑮ ・情報共有 

・支援策検討 

11 月 12日（金） いじめ防止対策委員会 定例会⑯ ・情報共有 

・支援策検討 

11 月４日（木） 

～2４日（水） 

〇アンケートについて児童一人一人に担任が聞き取

り 

・実態把握 

・支援策検討 

12月 ○いじめ解決一斉キャンペーン（人権週間） 

各学年で人権教育を実施 

・取組を学校だよりで

発信 

12月 ３日（金） 

12 月 ６日（月）   

12 月 ７日（火） 

12 月 ９日（木） 

12 月 1０日（金） 

○個人面談 ・実態把握 

12月 17日（金） いじめ防止対策委員会⑰ ・情報共有 

12月22日（金） いじめ防止対策委員会⑱ ・情報共有 

・支援策検討 

1 月 24日（月）～ ○子どもの社会的スキル横浜プログラム（Y-P）によ

る学校生活アンケート実施   

 

・実態把握 

 

２月 ４日（金） いじめ防止対策委員会 定例会⑲ 

〇いじめアンケートの結果・本校の傾向の分析・ 

 来年度に向けての取組検討 

・情報共有 

・支援策検討 

2月 15日（火） 〇Y－P研修 支援検討会 ・課題と成果の洗い出

し 

・来年度への引継準備 

3月 ４日（金） いじめ防止対策委員会 定例会（予定） ・情報共有 

・支援策検討 



 

                      11 

 

 

  

 

 

 

 

＜ いじめアンケート結果から ＞ 

一方的にいじめられているというよりも、被害児童が加害児童でもある場合がある。 

自分が相手にしている行為がどう受け止められているかについて想像ができておらず、自分ばかり被害を

受けているという認知をしている。 

ぱれっとでの上級生の下級生に対する言動に傷ついている児童がいる。 

言葉遣いの荒さに傷ついている児童もいる。ゲームやドッジボールなどで何気なく使っている言葉が普通

の会話でも頻繁に出てくるようになっており、自分はそこまで思っていなくても、受け止める側には傷にな

っている 

 

＜ 学校としての対応の方針 ＞ 

〇 言葉遣いについては、表現力の不足を補えるように気持ちを表す言葉など語彙を豊かにする活動

を取り入れていく。 

〇 どんな言い方をしたら相手の気持ちを害さずに自分の言いたいことを伝えられるかなどのSSTに

取り組む。 

〇 異学年交流を通して、年上の人に優しくしてもらった経験をもとに、次は自分が優しくしてあげると

いう経験を積んでいけるようにする。 

〇 ぱれっととの情報共有を定期的に行っていく。 
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４ 学校評価アンケート 報告 

 

今年度の保護者による学校評価アンケートの集計結果の分析と、それに基づく今後に向けての方策

や方向性を報告いたします。 

 

【１学年】 

学習面では、入学して初めての学びが「楽しい！分かる！」ものになるよう、日常生活の場面と

結びつけながら映像や実物を使って興味をもてるよう心掛けました。自分たちで撮影した写真や動

画も授業に活用することで、タブレット端末に慣れることもできました。また、学習につまずいて

いる様子が見られたときには、どこが分からないのか見取り、保護者と共にその子に合った方法を

見つけながら「できた！」が経験できるようにしてきました。さらに、毎日の家庭学習にもご協力

いただいたおかげで、基礎学力が定着し、学習習慣も身に付きました。 

生活面では、まず教員が子どもたちのよいところを見つけ、伝えることを意識してきました。そ

れが子どもたち同士の認め合いにもつながり、自分のよいところに気付くことができました。また、

困った様子が見られたときには、子どもたちの気持ちに寄り添いながらていねいに話を聞き、どう

したらよかったか一緒に考えてきたことが安心感につながっていると考えます。 

 

【２学年】 

学習面では、具体物やタブレット端末を使ったり、自分の考えと友達の考えを比べたりする活動

を通して、理解を深めるように努めてきました。一人ひとりにあった学習を通してスモールステッ

プで「できる」を増やし、魅力ある学習活動で「楽しい」、発展的な問題や活動で「もっとやりた

い」を増やしていけるようにしていきます。 

生活面では、意図的に子どもたちの良いところを見つけて称賛し、自己肯定感を高めるように努

めてきました。多くの子どもたちが楽しんで学校生活を送ることができたことに安心しました。で

きることが増え、進んで学習に取り組んだり、よりよい学校生活にするために係活動を工夫したり

してきました。これからも、いろいろなことに進んでチャレンジしていけるように声をかけていき

ます。 

 

【３学年】 

 学習面では、算数科において、少人数指導体制や、教師二人による指導などを行い、個に合わせ

た指導ができるように心がけました。また、計算や漢字については繰り返し練習を重ねることで、

基礎的な学力の定着を図りました。学習中は、従来の教科書とノートの学習に併せ、タブレット端

末を活用しました。まず、主にロイロノートの利用の仕方を学びました。教師との画面共有機能を

使ったり、友達の意見や考えを一覧で見て、新たな考えを取り入れたりするなど、学び合いに生か

しました。 

 生活面では、多くの児童が楽しく前向きに生活することができました。お互いの言葉遣いに気を

付けようとする場面や、明るく友達と接しようとする姿が多くみられました。これからも引き続き

思いやりの気持ちを大切にしながら生活して欲しいと思います。 

 

【４学年】 

学習面では、子どもたちの思いや考えを聞き、学習意欲を高められるよう、必要感のある授業を

行いました。素直な子どもの思いをなるべく取り入れ、分かる・楽しい授業を体育や理科学習など

様々な教科で取り入れました。また、算数科では、教師二人体制でよりきめ細かく学習支援ができ
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るよう努めました。どの教科でも、タブレット端末のロイロノートを活用し、文章を打ち込んだり、

ワークシートなどの教材を見たりしました。それにより友達の考えや作品を見合うことも簡単にな

り、より学び合いが深まったように感じます。 

生活面では、感染症予防を行いながら、安全・安心な学校生活が送れるようにしました。朝の会

や帰りの会の時間を用いて、子どもたちや社会の状況に合わせて話をし、意識しなければならない

こと、人としてどう生活しなければならないのか、伝えてきました。 

 

【５学年】 

学習面では、一人一人を丁寧に見取りながら、分かりやすい授業づくりをするよう心がけました。

高学年になり、学習への取組に個人差が見られるようになっていると感じます。個々の実態に応じ

たスモールステップの学習や、得意を伸ばせる発表場面の設定などを意識し、より充実した学習に

なるよう努めていきます。タブレット端末については、グラフや表を用いて国語のレポートを作成

したり、撮影した動画を参考に体育のふりかえりをしたりするなど、学習を深めるために役立てて

います。また、教師の見守りのもと、児童間での通信なども活用して互いの考えを共有し認め合う

場面にも生かしています。 

生活面では、昨年度に引き続き感染症予防を行いながら、安全・安心な学校生活が送れるように

しました。委員会の活動などを通して、高学年として下の学年の手本になりたいという姿も見られ

ています。一方で、５年生は人間関係のトラブルが起きやすい時期でもあります。教科交換等を活

用して学年で見守りながら、ご家庭とも連携をとり、子どもたちが安心して生活できる学級・学年

づくりに努めていきます。 

 

【６学年】 

小学校生活最後となる大切な一年を充実させられるよう、内容を工夫しながら様々な活動に取り

組みました。昨年に引き続きタブレット端末を使用しての学習を充実させました。情報を得るだけ

でなく、スライドを作成してプレゼンテーションをする学習を多く設定しました。漢字や計算など

を家庭学習で繰り返し練習できるようにしました。また、一斉学習の中でも学習のゴールを明確に

し、自ら学ぶ姿勢を育めるようにしました。コロナ禍であり、様々な活動に制限がある中でも「今

なにができるのか」を子どもたちと一緒に考え、主体的に物事に取り組む意識を育みました。人間

関係や学習面での不安も大きくなる時期です。直接相談できないことも出てくることかと思います

が、各ご家庭と連携しながら、子どもたちに寄り添い、支援していけるよう努めていきます。 

 

【全校】  

今年度より、アンケートの対象を保護者に加え、4年生以上の児童、職員とし、三者の回答を比較

することで、さらに課題について見えやすくなるようにしました。全体的にはどの項目も肯定的な

回答が多く、教育活動についてご理解をいただけていることが分かりました。その中でも、顕著な

傾向が見られたものは次の通りです。 

設問１「工夫した楽しい授業」については、児童の「あてはまる」という回答が職員や保護者を大

きく上回る結果となりました。今後も、子どもたちが意欲的に学習に取り組んでいけるように授業

改善に努めます。 

設問２「自分に合った学習方法」については、課題があると感じている保護者、児童が一部にい

ることが分かりました。また設問１５「学習に対する理解」については、三者とも肯定的ではあっ

たものの、職員の回答に「あてはまる」が少ない傾向が見られました。スマイルルーム（取り出しの

学習指導）や算数の少人数教室などで対応していますが、同じ困り感をもつ児童をグルーピングし
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て指導するなど枠の増設ができるようにしていきます。 

設問５「生命尊重・人権尊重」については去年度に比べ保護者の「あてはまる」という回答が増え

ました。今年度は、道徳科の学習や人権学習、ソーシャルスキルトレーニングを取り入れている様

子についても、学校だよりやホームページ等で保護者の皆様にもお伝えするようにしました。今後

も学校での具体的な取り組みを積極的にお伝えできるようにしていきます。 

設問３「いじめや差別への対応」設問１２「教員への相談のしやすさ」については、児童の否定的

な回答が職員や保護者に比べ多い結果となりました。子どもが困った時に SOS を出しやすいように

児童と担任との教育相談の場を設定したり、相談カードの活用を全校に呼びかけたりしていきます。

また、児童のちょっとした変化をキャッチできるように週 1 回設けている職員の児童情報交換の時

間を充実させていきます。 

設問１３「進んであいさつ」については、保護者・児童と職員の認識が大きく異なっていました。

このコロナ禍でのマスク着用してのあいさつは、なかなか相手に伝わりづらいことも考えられます。

相手に伝わるようにするためには、会釈や笑顔などで伝える方法もあることなど、互いに心が通じ

合えるあいさつについて児童自身が考え、めあてをもって取り組めるような学習を取り入れていき

ます。また、引き続き教師自らが率先して気持ちのよいあいさつをしていくことで、あいさつのよ

さが児童にも伝わるようにしていきます。 

 
保護者による学校評価アンケート（ご質問・ご要望）に対する回答をします。 

ご家庭からのご意見とご提案 学校の対応と回答 

感染症対策を徹底していただきありがとうございます。 

ただ、近隣の学校で出来ている事ができないのはちょっ

とかわいそうだと思ってしまいました。（スポーツテス

トや運動会等） 

大変な事だと思いますが、子ども達も沢山の事を我慢し

て過ごしているので、感染症の状況に応じての対応を考

えていただけたら…と思います。  他 

来年度は、本年度実施できなかった宿泊体験学習始

め、音楽会、土曜参観などの行事を行う予定でおり

ます。感染の状況を考慮しながら、実施できる方策

について検討していきます。 

低学年保護者では答え辛い、また、情報が乏しい質問も

ありましたので、「よくわからない」「どちらともいえ

ない」という回答項目も追加していただければありがた

いです。他 

来年度のアンケートには「どちらともいえない」と

いう欄を設けます。 

まだ低学年なので、ありませんが、調理実習が今後復活

するのであれば、自宅からの持ち寄りではなく、実習費

を集めた上で学校でまとめて食材を購入していただき

たいです。食材等の忘れ物をしたときに、罰を与えるか

のように洗い物だけさせて実習に参加させないという

のは、教育効果が見込めないと思います。一人一人の食

材持ち寄りは衛生面でもコロナ対応の面でもやめた方

がいいと思います。" 

感染症への配慮も含め、6年生の一食分の食事など、

一人一人が材料が異なる場合を除いて、調理実習の

材料については、来年度からは校費で一括購入がで

きるようにしていきます。 

近隣の学校だと、まちコミを使っての出欠確認など活用

しているようです。今あるアプリを最大限活用できるよ

う努力していただけたらと思いました。とはいえ、我が

子の場合は登校行き渋り時期は、朝の時点ではっきり行

くとは言えない状況でしたので、なんとも言えません

が、確実に休むと決まってる。体温の入力などは使える

のでは？と思いました。 

現在はコロナ禍のため、ご連絡をいただいた際に詳

細を確認する必要がある上、学校規模的にも対応は

可能であるので、電話でのやりとりがありがたいで

す。来年度以降、感染が落ち着いた時期に一定期間

まちコミでの出席確認を試してみて、メリット・デ

メリットを明確にし、検討していく予定です。 
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"世の中にいじめは存在します。大人の世界であるんだか

ら否定できない。でも好き嫌いはしょうがい。いじめの

つもりが犯罪になる可能性があることを知る必要があ

る。旭川市の女子中学生がいじめで自殺しました。あれ

は完全な犯罪です。殺人事件です。他のクラスメートが

傍観者にならず何か手があったはず。他人事てはないこ

とを知ってほしい。" 

いじめの未然防止及び対策について、次年度も重点

的に取り組んでまいります。 

夏休み宿題の読書感想文を自由課題にしてほしいです。

神奈川区内の近隣小学校では自由課題になっていると

聞きました。憂鬱そうな子供を励ますのにも限界があ

り、親子ともに非常に負担です。大口台も６年生は国語

授業で扱ったのでしょうか。他学年もそうしてほしいで

す。 

読書感想文に限定せず、学年の発達段階に合わせた

読書に関する夏休みの課題を出していきます。 

"学校の２つの門も施錠した方が良いと思う。校内研究授

業の際に、自習の学年があるようだが、担任が不在の状

態で何かあった時は学校側はどのように対応するので

しょうか？研究授業の対象クラス以外は下校させるな

どの対応を望みます。 

現在、予算申請が受理されましたので、パレット側

の門にも電子錠が設置できることになりました。 

授業参観の午前中実施を従来通りの5限目実施に戻すよ

う再検討いただきたい。午前だと仕事等で参加出来る人

数は減ると思いますが、学校での様子を知る機会が限り

なく少なくなり不安である。もともと人数が少ない学校

なので、学年ごとで日にちや時間をずらせば感染症対策

も可能だと思う。 

懇談会と同時開催の時は、5 時間目に設定します。

また、来年度は、たくさんの方に参観していただけ

るように土曜参観を行う予定です。 

"体温表の配布が遅い。配布物や伝達事項は、もっとマチ

コミを活用してほしい。 

体温表は、現在のものと来月のものが混同しないよ

うに月末の2日前に配布することにしています。 

児童が配布物をきちんと家庭に届ける力を育てる

ことも教育的なねらいのうちの１つと考えていま

す。ご家庭の協力もあり、現在の提出物の回収率は

とてもよい状態です。重要な提出物（面談等）など

の場合は、マチコミで配布したことをお知らせする

等していきます。 

担任によって休み時間の iPad の使用範囲に違いがある

ため、不公平感がでないような管理をした方が良いと思

う。制限をかけられると約束を破ってしまう子もいるた

め、納得できるような説明は丁寧にした方が良い。" 

感染症対策で休み時間の外遊びも隔日になってお

り、便宜的にiPadの使用を許可している状態です。

使用できるアプリについては、学年で共通したもの

に限定し、使用時は担任の許可を得て使うルールを

徹底します。 

"コロナ禍で授業参観や懇談会、行事が縮小されている中

で、学校での様子が本当に分かりにくくなった。たしか

に手紙は配布されているが、写真はモノクロだし文章だ

けでは不十分。 

お便りで伝えきれず申し訳ありません。学校ホーム

ページに日々の学校の様子をアップしております

ので、そちらもぜひご覧ください。 

ICTと言うならば、生徒だけではなく保護者とのコミュ

ニケーションツールとして、非対面であっても効果的に

学校の様子を伝えたり、コミュニケーションをとったり

と、もう少し工夫があっても良かったのではないかと思

う。他 

改善の視点をいただき、ありがとうございます。他

校の情報を参考に、本校でどのような工夫ができる

か検討していきます。 

 

＊裏面に市教育委員会に提出する「学校評価報告書」（全市共通様式）を掲載します。 

 事前に「小中一貫ブロック」での相互評価、「学校づくり懇話会」による関係者評価,を行い、確認を得ています。 

＊学校評価結果につきましては、学校ホームページにも掲載します。 貴重なご意見をありがとうございました。 
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５ 教育活動の具体的な取組 

〇日々の活動の様子 ～学校ホームページから～ 
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元 ～ 3 年度 ）

重点取組
分野

令和 元 年度

横浜市立 大口台小学校 学校評価報告書 （ 令和

3 年度
総括

具体的取組 自己評価結果 具体的取組 自己評価結果 具体的取組 自己評価結果

年度
総括

重点取組
分野

令和
総括

重点取組
分野

令和 2

①新指導要領の全面実施に伴い、児童の学習
活動を見直し、調査・報告活動を多く取り入れ
た。②個人持ちのホワイトボードで意見を発信
するなど、様々な考えに触れ、よりよい考え方
へと発展する学習を行った。③定期的なミニテ
ストで漢字や計算の定着を図った。

B
生きてはた

らく知

①児童が授業で得た知識を、発信・発表する活動
を多くし、主体的に学習に取り組むことができるよう
にする。②多様性を肯定的にとらえ、様々な考えを
受け入れ、発展させる意識を育む。③継続して計
算・漢字の基礎学力の向上を図る。そのための自
己学習の仕方を指導していく。

①授業参観や校内放送等で、学習した内容を
発表する機会を設け、児童が自ら考え、まと
め、発信できる力の伸長を図った。➁タブレット
端末等を活用しながら、意見交流の場を設け、
多様な考えを受け入れ、発展させる意識を高め
た。➂定期的なミニテストや自己学習で漢字や
計算の定着を図った。

A
生きてはた

らく知

①問題を自立的、協働的に解決する学習方法の
工夫。②友達の考え方や意見を取り入れるトレー
ニング③学習のトレーニングの積み重ねを行い、
基礎学力の向上を図る。新しい知識や学力をつけ
るための土台づくりを行う。

①小グループでの伝え合いやペア学習を行うこ
とで、自分の言葉で考えを説明したり、お互い
の考えの良さを認め合ったりすることができた。
②ＹＰを年間を通して取り入れた。③何度も既習
内容のプリントやテストで習熟を図った。

B
生きてはた

らく知

①問題を自分事としてとらえ、主体的に問題解決
する学習方法の工夫。②友達の意見を取り入れ、
自分の考えと比較しよりよい考え方へと発展させら
れるように支援する。③計算・漢字など基礎学力の
向上を図る。新しい知識や学力をつけるための土
台づくりを行う。

①実践できなかった。②③コロナ対策のため、
交流活動は実施できなかったが、盲学校の先
生の話から理解を深めたり、商店街を取材して
お店のよさをポスターや発表でアピールしたり
することができた。

B 豊かな心

①道徳の取組を文書やHPでアピールし、保護者の
理解を促す。②わくわくトライ活動では、各学年で
のめあてを明確にし、充実させていく。③地域や商
店街、盲特別支援学校なとの交流を通して、様々
な人の立場の思いに触れ、自分たちができること
をしていこうとする心を育てる。

①道徳授業力推進校となり、年間計画の見直し
や、全学級の公開授業を行った。②実施せず③
地域の人たちと直接交流することができなかっ
たが、商店街のパンフレットを作ったり、盲学校
での生活の様子について調べたりし、相手の立
場に立って自分たちができることを考えることが
できた。

A豊かな心

①道徳の授業公開を全学級で行う。②わくわくトラ
イ活動では、ペア学年による活動を取り入れ、各学
年でのめあてを明確にし、充実させていく。③地域
や商店街、盲特別支援学校なとの交流を通して、
様々な人の立場の思いに触れ、自分たちができる
ことをしていこうとする心を育てる。

①全学級行うことができた。②各学年における
役割が明確になり、児童同士のコミュニケーショ
ンが活発になった。③様々な学習で地域との関
わりがあり、「大口のまちに生きる子」としての
自覚やまちに対する愛着が育成されている。

A 豊かな心

①道徳の授業公開を全学級で行う。②わくわくトラ
イ活動では、ペア学年による活動を取り入れ、各学
年でのめあてを明確にし、充実させていく。③地域
や商店街、盲特別支援学校なとの交流を通して、
様々な人の立場の思いに触れ、自分たちができる
ことをしていこうとする心を育てる。

①授業内容や体育的行事を見直し、密を避け
てできる運動を紹介し、運動習慣のきっかけと
することができた。②後期に実施できた。③「丈
夫な体をつくるためにこれからも がんばること」
として、課題意識をもって学校保健委員会の取
組を学校全体で取り組んだ。

B 健やかな体

① 運動委員会と連携して密を避けた運動を紹介し
実践することで、体力向上、運動の習慣化を図る。
② 体育協会と連携し、リズムダンストレーニングを
行う。③ R-PDCAサイクルに基く課題と成果をもと
に、子どもにとって必要感のある取組を、特別学校
保健委員会で設定し運営する。

①昨年度に引き続き、体育的行事を見直し、授
業内容を工夫して行ったり密を避けてできる運
動も紹介して行ったりするなど、運動習慣のきっ
かけとすることができた。②今年度は実施でき
なかったため、来年度は計画的に取り組んでい
けたらと思う。③課題意識をもって学校保健委
員会の取組をすることができた。

B健やかな体

① 体力テストをもとに週１回体力向上の時間を運
営し、体力向上や運動を習慣づける。② 体育協会
と連携し、月１回リズムダンストレーニングを行う。
③ R-PDCAサイクルに基く課題と成果をもとに、児
童、教職員、家庭、地域、学校三師が一体で学校
保健委員会を運営する。

①縄跳びを休み時間にもやる子どもの姿が見ら
れるなど、運動の習慣のきっかけとすることが
できた。②体育の時間にリズムダンストレーニン
グを位置付けて、集中して取り組むことができ
た。③課題意識をもって学校保健委員会の取
組をすることができた。

A 健やかな体

① 体力テストをもとに週１回程度、体力向上の時
間を設定し、運動を習慣づける。② 体育協会と連
携し、月１回リズムダンストレーニングを行う。③
R-PDCAサイクルに基く課題と成果をもとに、児
童、教職員、家庭、地域、学校三師が一体で学校
保健委員会を運営する。

①年間を通じて児童の実態に合った指導を行っ
た。②出前授業は設定できなかったが、各クラ
スで児童の実態に応じて、SNSの正しい使用の
仕方や、その危険性について理解できるように
指導した。また、プリントや資料の配布で家庭で
の意識向上を図った。

B 児童指導

①児童の実態に応じて、Ｙ－Ｐ（子どもの社会的ス
キル横浜プログラム）やＳＳＴ（ソーシャルスキルト
レーニング）を道徳や各教科の授業で行い、年間を
通じて継続した実践をする。②携帯電話やスマホ
の利用、犯罪や問題行動について、学校、関係機
関、家庭と連携した授業を行う。

①年間を通じて、子どもたちに必要な指導を
行った。来年度は、朝モジュールなどを利用し、
学年で曜日を決めて、継続的にできるようにし
たい。②LINE教室を高学年で実施し、とても有
意義だった。4年生も開催したかった。保護者の
意識を高めることも大事である。

B児童指導

①Ｙ－Ｐ（子どもの社会的スキル横浜プログラム）を
道徳や各教科の授業で行い、年間を通じて継続し
た実践をする。②携帯電話やスマホの利用、犯罪
や問題行動について、学校、関係機関、家庭と連
携した授業を行う。

①Ｙ－Ｐアセスメントを用いて、児童の実態や課
題を把握し、改善に向けて実践ができた。道徳
の時間の設定が難しかった。②高学年を対象
に関係機関と連携して出前授業を行った。 B 児童指導

①児童の実態に応じて、Ｙ－Ｐ（子どもの社会的ス
キル横浜プログラム）やＳＳＴ（ソーシャルスキルト
レーニング）を道徳や各教科の授業で行い、年間を
通じて継続した実践をする。②携帯電話やスマホ
の利用、犯罪や問題行動について、学校、関係機
関、家庭と連携した授業を行う。

①職員全体で共通理解を図ることができた②③
特別支援教育校内研修会を開催し具体的な支
援の方法を職員全員で理解を深めることができ
た。④特別支援教室を充実させることができ、き
め細やかな指導を行うことができた。

A
特別支援教

育

①特別支援を必要とする児童の個別の指導計画
を作成し教職員の共通理解を図る。②適切な支
援・指導の必要に応じ、関係機関との連携を図る。
③校内研修で教職員の特別支援教育への理解を
深める。④学習に遅れがある児童に対し特別支援
教室でのきめ細やかな指導を行う。

①個別の指導計画の活用に関して、年度途中
に内容の見直す機会の時間の保証があるとよ
かった。③講師を招いた研修で困り感のある児
童への理解を深め、対応の仕方や関係機関と
の連携の仕方などを学ぶ機会をもちたい。

A
特別支援教

育

①特別支援を必要とする児童の個別の指導計画
を作成し職員会議で教職員の共通理解を図る。②
適切な支援・指導の必要に応じ、関係機関との連
携を図る。③校内研修で教職員の特別支援教育
への理解を深める。④学習に遅れがある児童に対
し、特別支援学級によるきめ細やかな指導を行う。

①職員の共通理解を図ることができた。②通級
指導教室のセンター機能を活用したり、東部療
育センターと連携してコンサルテーションを行っ
て適切な支援を行うことができた。③校内研修
で理解を深めることができた。④特別支援教室
の担当と担任が連絡を取り合って、きめ細やか
な指導を行うことができた。

A
特別支援教

育

①特別支援を必要とする児童の個別の指導計画
を作成し教職員の共通理解を図る。②適切な支
援・指導の必要に応じ、関係機関との連携を図る。
③校内研修で教職員の特別支援教育への理解を
深める。④学習に遅れがある児童に特別支援教室
によるきめ細やかな指導を行う。

①視聴覚機器を活用して各学年からの動画発
信をしたり、ふれあい郵便などでの交流を図っ
たりし、他者とのかかわりを意識できた。②自分
ができることを考え、職員や地域とかかわって
活動できた。学年に応じて、学ぶことや働くこと
の意義を考えた。

B
自分づくり

教育

①「総合的な学習の時間」を中心に、地域と関わり
ながら学ぶ機会や年間を通した異学年交流を適切
に設け、他者とのかかわりの中で一人ひとりの自
己有用感を高める。②学年に応じた地域の材と関
わる学習活動を年間計画に位置付け、学ぶことや
働くことの意義を考える場を設定する。

①コロナ禍ではあったが動画作成をして他学年
と交流したり、メッセージを送り合ったりと可能な
方法を児童が考え、異学年交流を行うことがで
きた。②JR職員の出前授業など新しい材の開
発にも着手した。働くやりがいや人のために活
躍する意義、自らの将来を想像するなど、あら
ゆる方向から自分づくりの機会を設定した。

B
自分づくり

教育

①「横浜の時間」を中心に、地域で体験的に学ぶ
機会や年間を通した異学年交流を積極的に設け、
他者とのかかわりの中で一人ひとりの自己有用感
を高める。②学年に応じた地域の方々や企業と関
わる学習活動を年間計画に位置付け、学ぶことや
働くことの意義を考える場を設定する。

1年：幼保交流会、2年：地域の防災倉庫見学、3
年：お店体験や地域の方と昔体験、4年：盲特別
支援学校との交流、5年：トヨタ原体験・幼保交
流、6年：協進印刷　など、地域や企業と関わっ
て活動できた。異学年交流は、ペア学年に力を
入れてできた。

A
自分づくり

教育

①「総合的な学習の時間」を中心に、地域で体験的
に学ぶ機会や異学年交流を積極的に設け、他者と
のかかわりの中で一人ひとりの自己有用感を高め
る。②学年に応じた地域の方々や企業と関わる学
習活動を年間計画に位置付け、学ぶことや働くこと
の意義を考える場を設定する。

①学校地域コーディネーターと連携し、休校期
間中に情報発信の場として掲示板を利用させて
頂いた。②学校運営協議会が発足し、新しい生
活様式における学校の在り方や行事の精選に
ついてアドバイスを頂き、来年度に向けての方
向性を話し合うことができた。

A
地域連携・
学校運営協

議会

①学校・地域コーディネーターと協働し、外部の力
の効果的・効率的な活用方法を検討し、より豊かな
教育活動へとつなげる。②学校運営協議会による
評価、アドバイスをもとに、新しい生活様式での学
校の現状と課題について、学校、保護者、地域が
協働して教育活動を進める。

①学校・地域コーディネーターと連携し、体力テ
ストの手伝いや、社会科の洗濯体験など、教育
活動につなげることができた。②コロナ禍では
あったが、学校運営協議会を開催し、評価助言
を頂いた。

A
地域連携・
学校運営協

議会

①学校・地域コーディネーターと協働し、外部の力
の効果的・効率的な活用方法を検討し、より豊かな
教育活動へとつなげる。②各地域の代表者の方々
と学校運営協議会の意義と役割について共有し、
2020年度協議会設置に向けた準備を行う。

①学校地域コーディネーターと連携し、円滑な
行事の運営や地域の材をいかした豊かな教育
活動につなげることができた。②地域の代表者
の方々と相談し、学校運営協議会や地域支援
本部の設立に向けて、人材や会則など具体的
な内容を準備することができた。

A
地域連携・
学校運営協

議会

①学校・地域コーディネーターと協働し、外部の力
の効果的・効率的な活用方法を検討し、より豊かな
教育活動へとつなげる。②学校運営協議会による
評価、アドバイスをもとに学校の現状と課題につい
て、学校、保護者、地域が共有し、協働して教育活
動を進める。

c8b8

①いじめが起こったときにいじめ防止対策委員
会を設け、情報共有を行い、対策を組織として
検討し、対応することができた。②朝会で全校
児童に指導することができた。③人権週間の取
組で、様々な立場の人の思いを知り、自分がで
きることを考える取組を行った、。

B
いじめへの

対応

①児童の情報を全職員で共有し、いじめの早期発
見と早期対応・家庭や関係機関との連携を確実に
行う。②いじめの起きにくい風土の醸成に努め、児
童と教職員が挨拶や気持ちのよい言葉遣いに取り
組む。③人権的立場に常に立ち、いじめ、偏見、差
別をなくすための授業を行う。

①砂時計タイムを毎週月曜日に設定し、情報を
職員間で共有できた。②挨拶に対しての意識は
職員と児童で開きがあった。児童会の取組など
児童の主体的な活動を取り入れていきたい。③
人権講話はとてもよかったので、その後の学習
につなげていきたい。

A
いじめへの

対応

①児童の情報を全職員で共有し、いじめの早期発
見と早期対応・家庭や関係機関との連携を確実に
行う。②いじめの起きにくい風土の醸成に努め、児
童と教職員が挨拶や気持ちのよい言葉遣いに取り
組む。③人権的立場に常に立ち、いじめ、偏見、差
別をなくすための授業を行う。

①家庭と学校が連携して、いじめの早期発見、
早期対応をすることができた。②教職員自ら進
んで挨拶をしたり、気持ちの良い言葉遣いをし、
環境の向上を心がけた。③トラブルが起きた時
には似たような状況のＳＳＴを取り上げ、ロール
プレイは特に効果的だった。

A
いじめへの

対応

①児童の情報を全職員で共有し、いじめの早期発
見と早期対応・家庭や関係機関との連携を確実に
行う。②いじめの起きにくい風土の醸成に努め、児
童と教職員が挨拶や気持ちのよい言葉遣いに取り
組む。③人権的立場に常に立ち、いじめ、偏見、差
別をなくすための授業を行う。

ブロック内
評価後の
気付き

◯５校連絡協議会では、他のブロックで学区でもある港北小と盲特別支援学校とも懇親を深めることがで
きた。
◯地区懇談会では、通学路の現状や改善点を話し合い、地域でできることについて考えることができた。ま
た、地域の特性を生かして豊かな教育活動を深めることができた。
◯夏のブロック研修で行ったＳＤＧｓについて理解を深めることができた。
◯小小連携をする場が少なく、小学校同士の情報共有が課題である。

ブロック内
評価後の
気付き

〇地区懇談会では、講演とグループワークを行い、子どもたちとのかかわり方について、理解を深めること
ができた。また、３つの育てたい資質能力を具体化して授業を見合うことで、より具体的な子どもの姿で協
議することができた。
〇キャリア教育の進め方については、来年度小中で議論をしていく。また、SDGｓを組み込んだカリキュラ
ム編成について研修の必要がある。

ブロック内
評価後の
気付き

d

①メンターチームで研修を行った。初任者が2名
2年次が1名いたため、研究授業を行うことで教
員の育成に繋がった。②コロナ禍の中、学校運
営会議で焦点を絞った話し合いを行い、教職員
に周知することができた。③新しく導入したグ
ループウェアの活用で、休校期間中に情報や
文書の共有等ができた。

A

人材育成・
組織運営
（働き方改

革）

①５年以下の教職員でメンターチームを組織し、ミ
ドルリーダーを中心に年７回の活動をし、５年以下
の教職員とミドルリーダーの育成を図る。②学校運
営会議を月１回開催し、学校運営を組織的に行う。
③引き続きグループウェア等を活用し、情報の共
有化を図る。「電子申請システム」を活用し事務の
簡便化、効率化を図る。

①メンターチームで月１回の研修で、重点研究
会に向けた事前検討や普段の学級で実践でき
ることを共有を行った。②学校運営会議を月一
回行い、学校全体にかかわる行事や、高学年
の宿泊体験学習について、時間をかけて話し合
うことができた。③電子申請システムを用いたア
ンケート処理は効率的だった。

A

人材育成・
組織運営
（働き方改

革）

①５年以下の教職員でメンターチームを組織し、ミ
ドルリーダーを中心に年７回の活動をし、５年以下
の教職員とミドルリーダーの育成を図る。②学校運
営会議を月１回開催し、学校運営を組織的に行う。
③グループウェア等を活用し、情報の共有化を図
るとともに、「電子申請システム」を活用し事務の簡
便化、効率化を図る。

①メンターチームで研修や2回の授業研究会を
行い、経験年数が少ない教員の育成ができた。
②学校全体にかかわる行事や重要な案件につ
いては学校運営会議で時間をかけて話し合うこ
とができた。④打ち合わせの連絡や行事のアン
ケート集計で電子機器の利用により効率化をは
かることができた。

B

人材育成・
組織運営
（働き方改

革）

①５年以下の教職員でメンターチームを組織し、ミ
ドルリーダーを中心に年７回の活動をし、５年以下
の教職員とミドルリーダーの育成を図る。②学校運
営会議を月１回開催し、学校運営を組織的に行う。
③グループウェア等を活用し、情報の共有化を図
るとともに、「電子申請システム」を活用し事務の簡
便化、効率化を図る。

中期取組
目標

振り返り

ペア学年の活動を取り入れたことで、自己肯定感を高め、児童同士のコミュニケーションを深めることがで
きた。また家庭・地域・関係機関との連携を図り、地域の材をいかした豊かな教育活動を行うことができた。
さらに体育の時間にリズムダンストレーニングを位置付けて、集中して取り組むことができたり、週1回の体
力向上の活動を日常につなげたりすることができた。対話的、主体的で深い学びが実現できる教育活動の
充実については、重点研を中心に取り組んできたが課題が残る。新学習指導要領完全実施するにあたり、
さらなる授業の質の向上を目指していきたい。

中期取組
目標

振り返り

コロナ対応のため、想定していた教育活動ができないことが多かったが、臨機応変に対応をしてきた。保護
者や地域の方にはご理解・ご協力をいただきながら、安全を第一に考えた取組を評価されたものだととらえ
ている。いじめや人権意識については、取組の様子を日常的に発信できるようにし、地域・家庭を巻き込ん
で指導していけるようにする。また、教育相談日を5月に設定するなど、早い時期に個別に保護者との相談
ができるようにしていく。学校運営協議会の位置づけを明確化し、さらに地域・保護者との連携を図れるよ
うにしていきたい。

中期取組
目標

振り返り

学校関係者
評価

教職員が子どものことを真剣に考えている姿勢が感じられる。家庭訪問は家庭の様子を知るうえで有効な
ので、地域訪問に加え、担任と保護者の面談が必要な場合は設定できるようにしてほしい。地域と連携し
た協力体制が構築されていて素晴らしい。来年度よりスタートする学校地域協働本部を活用し、現存の活
動以外についてもさらに検討してほしい。新学習指導要領の完全実施に向け、教師の授業力向上と高いレ
ベルでの教師の平準化が求められる。

学校関係者
評価

いつもと異なる条件の下で、できる限りの教育活動に工夫して取り組んできた。新年度も子どもの育ち、学
びに必要不可欠なことは残しつつ、新しいやり方などを見つけられるように、保護者・地域との連携を強め
てほしい。学校からの情報発信については、メール配信やホームページが有効に機能していた。保護者の
教育参画意識を向上させるためには、アンケートの取り方や項目の見直しも必要。また本校としての学校
運営協議会の役割と責任について整理・確認が求められる。

学校関係者
評価


